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１日コ ー ス

講座料

時 間

資 料

　人材育成において、キャリア支援は欠かせないものです。部下職員がキャリアデザインを行う中で、部下の進むべき方
向や考え方に対して的確な助言をすることで部下との信頼関係が築かれます。そのためには、職員に求められる意識と能
力に基づいた能力開発支援の方法を学び、年代別のキャリア発達課題の理解を促進し、部下の能力開発支援の方法を学
ぶことが大切です。
　この研修では、キャリア理論に基づいた個人ワークやグループワークを行い、様々な手法を通して部下のキャリア支援
の必要性と促進者の役割の理解を促します。また、演習を通して、相手を受容して傾聴する基本を学び、ラポール形成(信
頼関係)を構築するためのコミュニケーションスキルを体得します。

研修のねらい

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。
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１日研修 160,000～200,000円 （税別）

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】  ※ ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

１. 職員に求められるキャリア開発

5. キャリア促進者の役割
(1) 促進者の意識と姿勢

・ コミュニケーションの基本
・ ３つの聴く・聞く・訊く

２． キャリア開発に必要な基礎的知識
(1) キャリアの意味とキャリア発達プロセス

3． 内的キャリアと外的キャリア
(1) ライフラインシートの振り返りと整理
(2) キャリアデザインとキャリアドリフト

7． タイプ別の支援方法

9． まとめ

部下の成長を上司が支援する
キャリアマネジメント研修

◇ グループワーク ◇

◇ グループワーク ◇

◇ 個人ワーク ◇

◇ ペアワーク ◇

◇ 個人ワーク ◇

◇ 個人ワーク ◇

4． 環境変化とニーズ変化の予測
(1) 外的変化と内的変化の予測
(2) 期待される人材像の具体化と育成課題の抽出

◇ グループワーク ◇

◇ グループワーク ◇

8． アクションプラン作成

◇ グループワーク ◇

◇ 全体共有 ◇

◇  ペアワーク ◇

6. 能力開発支援
(1) モチベーションと自己効力感
(2) キャリア目標の設定方法

課長課長
補佐係長

■ キャリア開発の意義を深め、その支援に関する知識とアプローチ方法を学びます。

■ 部下のキャリア形成につながるキャリア促進者の基本的態度と姿勢を習得します。

■ 支援スタイルの改善点に気付き、部下のキャリア開発につながる支援方法を習得します。

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

課長課長
補佐係長

講座料

時 間

資 料

受講者が現場で実践する講義ができる
庁内講師養成研修34

１日研修 160,000～200,000円 （税別）

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】　※ ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

　研修は受講者が主役です。講師が伝えたつもりでも、受講者に伝わっていなければ意味がありません。本研修では、「
受講者が積極的に参加し自ら考え、学びを現場で実践できるイメージが持てるまでを支援する」庁内講師養成をめざし
ます。
　庁内講師として自信を持って振る舞い、講師役を務められるようになるためのポイントや、効果的で効率的に指導、伝
達するには、どのようなことに留意し、どのように表現すればよいのかについて、その基本と実践方法を学びます。
　また、研修を始める前に押さえておく大事なポイントや、受講者の立場では知り得ないことを学ぶ機会とします。講師
としての話し方（分かりやすさ、間の取り方など）、聴き方、聞き出し方（質問の投げ掛け方、コメントの仕方など）を、講
師とのやり取りや様々な演習を通して体得します。

研修のねらい

■ 自分が「伝える」のではなく、相手に「伝わる」コミュニケーション技術を磨きます。

■ 受講者が共感・納得できる「場づくり」、「関わり方」の具体的手法が体得できます。

■ 庁内講師としての自らの課題を再認識でき、それらの改良ポイントを体得できます。

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。１日コ ー ス

2． 受講者を巻き込む､導入の｢場｣づくり

(1) 人材育成とは？
　 ～「人材育成」の観点から
　　　　　　　何のため、誰のための研修なのか～
(2) 講師とは？
(3) 成人学習･組織学習のメカニズム

1． 記憶に残る研修の設計（研修の全体像）
(1) 研修の全体像
(2) ｢理論｣｢演習｣｢振り返り｣のバランス 
(3) 講義（レクチャー）型のポイント
 　～参加者から質問･意見を出してもらうために～

(1) 学びの「動機付け」
(2) 受講者同士の関わり合いの設計

3． 受講者の自主性・積極性を引き出す
 　関わり方、インストラクションスキル

◎ 質疑応答、まとめと振り返り
(1) 受講者の「観察」とフィードバック
(2) 受講者の知恵を引き出す訊き方

◇ グループ共有・討議 ◇
『 研修設計シートの作成 』

◇ グループ演習 ◇
『 聴き方、引き出し方とフィードバック方法 』

(3) 表情、発声、立ち位置、板書
(4) 場を活性化させるアイスブレイク
(5) 疲労を感じさせない時間管理法

午

　前

午

　後

◎ オリエンテーション

◇ 個人演習・グループ共有・討議 ◇

部
下
育
成
能
力
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